
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

　
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は「
未
来
社
会

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
事
業
」へ
の
出
展
に
向

け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
事
業
は
、

万
博
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
」を
支
え
る
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
等
を
、2
0
2
5
年
以
降
の
未
来
を

感
じ
さ
せ
る「
実
証
」と
2
0
2
5
年

の
万
博
に
ふ
さ
わ
し
い「
実
装
」の
形

で
、万
博
会
場
の
整
備
・
運
営
・
展
示
・

催
事
等
に
活
用
し
、国
内
外
の
幅
広
い

参
加
者
や
来
場
者
に
体
験
と
し
て
提
供

す
る
６
つ
の
事
業
群
の
総
称
で
あ
る
。

　
９
月
７
日
、２
０
２
５
年
日
本
国
際

博
覧
会
協
会（
万
博
協
会
）が『
未
来
社

会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
事
業
出
展
』協
賛
企

業
の
第
１
弾
を
発
表
。関
西
電
力
が
大

阪
市
高
速
電
気
軌
道
株
式
会
社
、株
式

会
社
ダ
イ
ヘ
ン
、 

株
式
会
社
大
林
組
と

合
同
で
取
り
組
む「
来
場
者
移
動
Ｅ
Ｖ

バ
ス
」が
、未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

事
業
を
構
成
す
る「
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ

テ
ィ
万
博
」の
取
組
み
と
し
て
採
択
さ

れ
た
。

　
こ
の
取
組
み
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

来
場
者
の
移
動
を
、
よ
り
ス
マ
ー
ト

に
、よ
り
ク
リ
ー
ン
に
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
に
、会
場
内
周
回
バ
ス
お
よ
び

会
場
ア
ク
セ
ス
バ
ス
と
し
て
、Ｅ
Ｖ
バ

ス
を
１
０
０
台
導
入
す
る
。
あ
わ
せ

て
、バ
ス
の
運
行
管
理
と
一
体
と
な
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、モ
ビ
リ
テ
ィ
の
運
行
と

充
電
の
最
適
化
に
向
け
た
技
術
実
証
を

行
う
。通
常
、Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
運
用
に
は
、

バ
ス
に
搭
載
さ
れ
た
大
容
量
の
車
載
電

池
に
日
々
充
電
す
る
必
要
が
あ
る
。そ

の
際
、
急
速
充
電
器
を
使
用
す
る
た

め
、契
約
電
力
が
大
き
く
な
り
、電
気

料
金
の
増
加
や
電
源
設
備
の
大
容
量
化

に
よ
る
設
備
コ
ス
ト
の
増
加
に
つ
な
が

る
。今
回
の
実
証
で
は
、運
行
管
理
と

一
体
と
な
っ
た
充
電
制
御
等
に
よ
り
、

充
電
時
間
や
充
電
量
を
最
適
化
す
る
こ

と
で
、コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
の
運
用

が
期
待
で
き
る
。

　
ま
た
、本
事
業
で
は
、道
路
に
埋
設

し
た
コ
イ
ル
か
ら
、

走
行
中
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス

に
ワ
イ
ヤ
レ
ス
で
給

電
す
る
「
走
行
中
給

電
シ
ス
テ
ム
」
の
実

証
も
進
め
ら
れ
る
。

万
博
会
場
を
周
回
す

る
Ｅ
Ｖ
バ
ス
35
台
の

う
ち
、
10
台
の
Ｅ
Ｖ

バ
ス
に
走
行
中
ワ
イ

ヤ
レ
ス
給
電
設
備
が

搭
載
さ
れ
る
予
定
。

こ
れ
に
よ
り
、
充
電

の
た
め
の
停
車
が
不

要
と
な
り
、
さ
ら
な

る
効
率
的
な
運
用
が

期
待
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、自
動
運
転

レ
ベ
ル
４
を
想
定
し

た
自
動
運
転
車
が
４

台
導
入
さ
れ
る
予
定
。

自
動
運
転
レ
ベ
ル
４

と
は
、限
ら
れ
た
領
域

内
で
運
転
手
が
操
作

す
る
こ
と
な
く
走
行

す
る
こ
と
で
あ
り
、万

博
会
場
で
は
、運
転
手

の
い
な
い
無
人
バ
ス

が
、会
場
各
所
を
往
来

す
る
来
場
者
の
足
と

な
る
。

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
事
業
出
展
」の
３
つ
が

あ
る
。

　「
パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
」に
は
、電
気
事

業
連
合
会
と
し
て
の
参
加
が
決
定
し
て

お
り
、「
可
能
性
の
タ
マ
ゴ
」を
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
た
電
力
館（
仮
称
）の
準
備

　
８
月
24
日
、関
西
電
力
送
配
電
を
代
表
と
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ（
関
西
電
力

送
配
電
、き
ん
で
ん
、ダ
イ
ヘ
ン
）は
、万
博
協
会
が
公
募
し
た「
電
気
供
給
施
設

運
用
等
委
託
業
務
」を
落
札
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、万
博
会
場
内
の
電
気
設
備

（
特
別
高
圧
・
高
圧
受
変
電
設
備
や
自
動
火
災
報
知
シ
ス
テ
ム
等
）の
設
計
・
設

置
工
事
、保
守
・
運
用
、万
博
開
催
後
の
設
備
撤
去
工
事
を
受
託
す
る
。

　
関
西
電
力
送
配
電
は
、万
博
会
場

の
電
力
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
進
め
て
い

く
た
め
の「
万
博
電
気
供
給
施
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
以
下
、Ｐ
Ｔ
）」

を
設
置
。社
長
直
下
の
組
織
と
し
て
、

配
電
部
門
、変
電
部
門
、制
御
部
門
、

通
信
部
門
か
ら
集
結
し
た
精
鋭
11
名

の
体
制
で
、９
月
９
日
か
ら
始
動
し
て

い
る
。安
全
を
最
優
先
に
工
事
を
遅

滞
な
く
万
全
に
進
め
て
い
く
こ
と

で
、関
西
万
博
の「
あ
た
り
ま
え
」を

守
る
べ
く
、日
々
、イ
ン
フ
ラ
構
築
に

向
け
た
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
回
、
Ｐ
Ｔ
を
統
括
す
る
福
田

チ
ー
フ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
、意
気
込
み

を
聞
い
た
。

　
企
業
が
万
博
に
参
加
す
る
パ
タ
ー
ン

は
、大
き
く
は
、「
パ
ビ
リ
オ
ン
出
展
」、

「
テ
ー
マ
事
業
協
賛
」
、「
未
来
社
会

▼
最
近
は
定
着
し
つ
つ
あ

る「
エ
モ
い
」と
い
う
言

葉
。「
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
」を

語
源
と
し
、心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
た
と
き
な
ど
に
使

う
。ち
ょ
っ
と
前
は
音
楽

等
の
限
ら
れ
た
シ
ー
ン
で

し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
な
気
も
す
る
が
、

最
近
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
見
聞
き
す
る
。

▼「
１
９
７
０
年
万
博
で

は
、携
帯
電
話
等
、今
で

は
『
あ
た
り
ま
え
』
と

な
っ
た
も
の
や
技
術
が
、

未
来
の
技
術
と
し
て
紹

介
等
さ
れ
た
」と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
知
っ
た
と

き
、私
は
な
ん
と
も
言
え

な
い
気
持
ち
に
な
っ
た

が
、今
思
う
と
、あ
の
感

情
を
端
的
に
表
す
言
葉

は「
エ
モ
い
」だ
っ
た
と

思
う
。
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
も「
未
来
社

会
の
実
験
場
」
と
し
て

色
々
な
新
技
術
が
実
装
さ

れ
る
。そ
う
し
た
新
技
術

も
50
年
後
の
未
来
に
は

「
あ
た
り
ま
え
」の
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。万
博
は
エ
モ
い
。

▼
大
阪
・
関
西
万
博
の
成

功
に
向
け
て
関
西
電
力

グ
ル
ー
プ
も
あ
ら
ゆ
る

形
で
取
組
み
を
進
め
て

い
く
。そ
の
一
つ
一
つ
が

「
『
あ
た
り
ま
え
』
を
守

り
、創
る
」こ
と
に
他
な

ら
な
い
。あ
ら
た
め
て
思

う
が
、こ
の
経
営
理
念
は

相
当
グ
ッ
と
く
る
フ

レ
ー
ズ
だ
。我
々
が
経
営

理
念
を
実
践
す
る
こ
と

で
、２
０
２
５
年
、未
来

が
示
さ
れ
る
万
博
会
場

で「
関
電
っ
て
エ
モ
い
や

ん
」と
社
会
の
皆
さ
ま
に

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
2
0
2
5
年
に
開
催
予
定
の
大
阪
・
関
西
万
博
。9
月
7
日
、未
来
社
会
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
事
業
に
関
西
電
力
等
の「
来
場
者
移
動
Ｅ
Ｖ
バ
ス
」が
採
択
さ
れ
た
。万
博
会

場
で
１
０
０
台
の
電
気
バ
ス（
Ｅ
Ｖ
バ
ス
）を
運
行
さ
せ
る
世
界
的
に
も
類
を
み
な
い

試
み
。こ
れ
は
ま
さ
に
未
来
の「
あ
た
り
ま
え
」を
創
る
挑
戦
だ
。ま
た
、万
博
会
場
の
電

力
イ
ン
フ
ラ
を
関
西
電
力
送
配
電
等
が
提
供
す
る
こ
と
も
決
定
。長
年
培
っ
た
技
術
で

万
博
会
場
の「
あ
た
り
ま
え
」を
守
る
こ
と
と
な
る
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
挑
戦
は
、ま
さ
し
く
経
営
理
念
の
実

践
。今
回
は
そ
の
最
前
線
を
紹
介
す
る
。
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大
阪・関
西
万
博

未
来
の「
あ
た
り
ま
え
」を
守
り
、創
る
挑
戦
を
加
速

万
博
会
場
の

電
力
イ
ン
フ
ラ
を
構
築

長
年
培
っ
た
技
術
で
、「
あ
た
り
ま
え
」を
守
る
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大
阪・関
西
万
博
へ
の
参
画

パビリオン
出展

万博のテーマに沿って
自由な発想で独自に
企画・出展する参加

・会場アクセスバス
・会場内・外周トラム
・会場内パーソナル
  モビリティ
・ロボット（物流、清掃）
・空飛ぶクルマ　等

・来場者エージェント、
  XR案内
・自動翻訳システム
・高速大容量通信環境
・大型映像、
  サイネージ　等

・バーチャル会場
・XR演出
・サイバー万博（仮称）
等

テーマ事業
協賛

8名のプロデューサー
が企画するテーマ事業
に協賛社として参加

未来社会
ショーケース
事業出展

スマート
モビリティ万博 デジタル万博 バーチャル万博
関西電力の採用分野

未発表分野

第１弾　発表分野

アート万博 グリーン万博 フューチャーライフ万博

会場内で未来社会の
実証・実装やテーマを
具現化する展示を
行う参加

大阪・関西万博への主な参加パターン

※2021年8月19日　2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）出展参加説明会資料より抜粋・加工
　下線は第一弾として発表された事業

■エネルギーマネジメントのイメージ

■イベントに参加した森社長（右から2番目）

■事業全体像のイメージ

関
西
を
基
盤
と
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て

「
万
博
電
気
供
給
施
設
Ｐ
Ｔ
」

の
設
置

来
場
者
移
動
Ｅ
Ｖ
バ
ス

未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

事
業
と
は

ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
国
が
開
始
し

た
、グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金

事
業
の
開
発
成
果
を
万
博
会
場
で
技
術

実
証
す
る
も
の
。具
体
的
に
は
、万
博

　
9
月
７
日
に
は
、未
来
社
会
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
事
業
の
採
択
結
果
発
表
の
場
に
、関
西
電

力
か
ら
は
森
社
長
が
出
席
。「
本
事
業
を
通

し
て
、最
適
な
運
行
計
画
と
、再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。共

同
事
業
者
と
力
を
合
わ
せ
、持
続
可
能
な

『
ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
』の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」と
、関
西
を
基

盤
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
、万

博
と
い
う
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
臨
む
意
気
込

み
を
表
明
し
た
。

　
今
後
、「
グ
リ
ー
ン
万
博
」や「
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ラ
イ
フ
万
博
」の
採
択
事
業
発
表

も
控
え
て
い
る
。関
西
電
力
は
、空
飛
ぶ
ク

ル
マ
や
水
素
燃
料
電
池
船
、ス
マ
ー
ト

ポ
ー
ル
等
の
実
証
を
進
め
て
お
り
、万
博

　
我
々
Ｐ
Ｔ
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ

る
万
博
と
い
う
国

家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
電
力
供
給

は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。遅
延
を

許
さ
れ
な
い
環
境
下
で
、一
般
送
配
電

事
業
と
同
様
に
、電
力
の
安
全
・
安
定

供
給
と
い
う
当
社
不
変
の
使
命
を
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、我
々
Ｐ
Ｔ
の
み
な

ら
ず
、全
社
の
力
を
結
集
さ
せ
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
り
、皆
さ
ま
の
ご
支

援
、ご
協
力
を
得
な
が
ら
、安
全
を
最

優
先
に
何
と
し
て
も
完
遂
さ
せ
る
所

存
で
す
。

関
西
電
力
送
配
電

万
博
電
気
供
給
施
設
Ｐ
Ｔ

チ
ー
フ
マ
ネ
ジャ
ー　
福
田 

一
芳
さ
ん

で
の
実
装
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
森
社
長
も
従
業
員
に
向
け
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
中
で
、「
万
博
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
は
経
営
理
念
の
実
践
に
他
な

ら
な
い
」と
、成
功
に
向
け
た
期
待
と

覚
悟
を
語
っ
て
お
り
、世
界
的
な
イ
ベ

ン
ト
の
成
功
に
向
け
た
関
西
電
力
グ

ル
ー
プ
の
挑
戦
は
加
速
し
て
い
く
。

①EMS（エネルギーマネジメント
　システム）の活用
　→ 電気バスへの充電制御・
　　 事業所の需給管理
②FMS（運行管理システム）の活用
　→ 電気バスの運行管理

電気バスの運行管理と一体となった
エネルギーマネジメントシステム

③DWPT（走行中給電）の活用
　→ 運行中の電気バスへの充電

最先端技術の導入
遠隔制御
サーバー

太陽光発電

蓄電池

DWPTを埋設し、
運行経路上でも充電

電
力
量

0時

※EMS：エネルギーマネジメントシステム、DWPT：走行中給電システム

需要のピークを抑え、契約電力を下げる

需要カーブ（EMSやDWPT無）需要カーブ（EMSやDWPT有）

再エネ（太陽光発電等）が
多い時間帯に走行中の
EVへ充電。余剰再エネを
無駄なく利用。

太陽光発電

火力発電等

昼間にEVへ充電しておくことや
エネルギーのマネジメントにより
夕方のピークをカット。

6時 12時 18時 24時

スマートシティ

有線充電器

※提供：2025年日本国際博覧会協会

・ 運行計画を遵守しつつ充電
・ 事業所の電力ピークの最小化
・ 再エネ由来の充電量の最大化



　
気
象
庁
か
ら
、今
冬
は
厳
し
い
寒
さ

と
な
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。従

業
員
一
人
ひ
と
り
が
電
気
の
一
利
用
者

と
し
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、周
囲
の
皆
さ
ま
に

も
協
力
い
た
だ
く
こ
と
で
、こ
の
冬
を

乗
り
越
え
る
一
助
と
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
は「
生
産
性
向
上
」に
加
え
、収

益
の
増
加
や
、新
規
事
業
・
サ
ー
ビ
ス

創
出
に
つ
な
が
る「
価
値
創
出
」の
取

組
み
も
強
化
し
て
い
く
。「
価
値
創
出
」

に
よ
る
利
益
は
２
０
２
１
年
度
実
績

で
57
億
円
。２
０
２
３
年
度
に
は
約
３
割

増
の
74
億
円
の
効
果
を
目
指
す
。「
生
産

性
向
上
」と「
価
値
創
出
」の
両
輪
で
、

中
期
経
営
計
画
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い

く
。

　
関
西
電
力
お
よ
び
関
西
電
力
送
配
電

は
、２
０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
１
年

度
の
間
で
、デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
Ｐ
ｏ
Ｃ（
概
念
実
証
）（※

）
を
4
9
3

件
実
施
し
、３
５
７
件
実
用
化
し
た
。

実
用
化
し
た
Ｄ
Ｘ
は
、業
務
効
率
化
等

に
資
す
る「
生
産
性
向
上
」を
メ
イ
ン

　
Ｄ
Ｘ
推
進
の
基
盤
で
あ
る「
Ｄ
Ｘ
人
財
」

に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
デ
ー
タ
分
析
に

関
す
る
専
門
家
の
育
成
を
中
心
に
実
施
し

て
き
た
。今
後
は
、各
部
門
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン「
Ｄ
Ｘ
推
進
者
」の
育
成
を
一
層
進
め
て

い
く
。具
体
的
に
は
現
在
４
０
０
名
程
度

の
Ｄ
Ｘ
推
進
者
を
、２
０
２
５
年
度
ま
で

に
１
０
０
０
名
以
上
に
増
や
す
見
通
し

だ
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
本
部
の
Ｄ
Ｘ
推
進
者

で
あ
る
奥
田
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

02

夏
季
需
給
対
応
の
裏
側

供
給
力
確
保
の
た
め
に

Ｄ
Ｘ
を
全
社
大
へ
展
開

「
生
産
性
向
上
」と「
価
値
創
出
」の

両
輪
で

現
場
作
業
に
伴
う
負
担
を
大
幅
軽
減

〜
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス

管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
〜

詳
細
は
こ
ち
ら
：

冬
の
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２

■今夏の広域予備率の推移

No.1070Issue: 2022.10.3

　
今
夏
、日
本
全
国
に
お
い
て
需
給
ひ
っ
迫
が
懸
念
さ
れ
た
。関
西
電
力
お
よ
び
関
西

電
力
送
配
電
は
、電
力
需
給
対
策
本
部
を
設
置
。需
給
両
面
で
最
大
限
の
取
組
み
を
行

い
、社
会
や
お
客
さ
ま
か
ら
の
節
電
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、安
定
供
給
を
確
保
し

た
。

　
今
夏
、供
給
力
確
保
の
た
め
に
懸
命
に
取
り
組
ん
だ
職
場
を
紹
介
す
る
。

　
本
年
８
月
、関
西
電
力
お
よ
び
関
西
電
力
送
配
電
に
お
け
る「
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
者
」を
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
１
０
０
０
名
以
上
に
増
や
す
と

発
表
し
た
。ま
た
今
後
は
特
に「
価
値
創
出
」の
取
組
み
を
強
化
し
、中
期
経
営
計
画
に
掲
げ

る「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
へ
の
挑
戦（
Ｅ
Ｘ
）」 「
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
へ
の
転
換（
Ｖ
Ｘ
）」 

「
強
靭
な
企
業
体
質
へ
の
改
革（
Ｂ
Ｘ
）」の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
と
し
た
。関
西
電
力
グ

ル
ー
プ
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
人
財
育
成
の
見
通
し
と
、現
在
の
Ｄ
Ｘ
推
進
状
況
を
紹
介
す
る
。

　
今
夏
の
需
給
状
況
に
つ
い
て
は
、７

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
広
域
予
備
率

は
10
〜
20
％
前
後
で
推
移
す
る
等
、９

月
下
旬
時
点
で
安
定
供
給
を
確
保
で

き
て
い
る
。関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
は
、

供
給
面
に
お
い
て
必
要
な
燃
料
の
確

保
や
、電
気
設
備
の
保
安
管
理
の
徹
底

に
よ
る
計
画
外
停
止
の
未
然
防
止
等

に
努
め
た
。ま
た
需
要
面
で
は
、国
や

自
治
体
と
連
携
し
た
節
電
Ｐ
Ｒ
に
加

え
、自
社
の
節
電
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
供
給
力
確
保
の
た
め
に
、懸
命
に
取
り

組
ん
だ
皆
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

電
力
需
給
の
実
績

■
今
冬
に
向
け
て

　
冬
の
節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２

Ｄ
Ｘ
推
進
者
の
拡
大

全
社
で
展
開
さ
れ
る
Ｄ
Ｘ

「
生
産
性
向
上
」と「
価
値
創
出
」の

両
輪
で

第
一
線
職
場
の
努
力

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

給
本
部
で
は
、
今

年
の
７
月
、
本
格

的
な
Ｄ
Ｘ
推
進
に

向
け
た
専
任
チ
ー

ム
が
発
足
し
ま
し

た
。チ
ー
ム
で
は
、

人
財
育
成
も
含
め
た
Ｄ
Ｘ
の
大
き
な
道
筋

を
描
き
つ
つ
、実
務
に
取
り
組
む
従
業
員
の

ニ
ー
ズ
を
解
決
す
る
た
め
に
日
々
手
探
り

で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
足
元
で
は
、電
力
需
要
量
や
太
陽
光
発
電

量
等
の
想
定
業
務
に
お
け
る
精
度
向
上
や
、

燃
料
調
達
の
管
理
や
計
画
時
の
リ
ス
ク
評

価
等
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
改
善
の
た
め
に
、Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
い
く
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。Ａ
Ｉ
に
は
多
種
多
様
な
ツ
ー
ル
が
あ

り
、実
務
を
さ
れ
る
方
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ

や
課
題
点
に
加
え
、Ｄ
Ｘ
の
道
筋
に
合
う
も

の
を
探
す
こ
と
に
苦
労
し
ま
す
。そ
れ
で

も
、Ｄ
Ｘ
化
が
進
む
こ
と
で
業
務
全
体
、部

門
全
体
の
改
善
を
実
現
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
に
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま

す
。引
き
続
き
前
向
き
に
頑
張
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
本
部

需
給
企
画・電
力
取
引
部
門

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
グ
ル
ー
プ　
奥
田 

拓
也
さ
ん

　
今
夏
は
、日
々
の

需
要
や
他
電
源
の
発

電
状
況
に
合
わ
せ
た

発
電
計
画
の
作
成
に

注
力
し
ま
し
た
。特

に
、ダ
ム
の
貯
水
量

や
河
川
の
水
量
は
天

候
に
よ
っ
て
変
動
す

る
た
め
、様
々
な
条
件
を
踏
ま
え
な
が
ら
発

電
計
画
も
細
か
く
見
直
し
、安
定
的
な
供
給

力
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

　
今
冬
に
つ
い
て
も
、今
ま
で
以
上
に
効
率

の
良
い
発
電
が
で
き
な
い
か
、ダ
ム
管
理
所

の
方
々
も
巻
き
込
み
な
が
ら
、現
在
も
試
行

錯
誤
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。河
川
の

安
全
を
確
保
し
つ
つ
、１
ｋ
Ｗ
ｈ
で
も
多

く
、電
気
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
本
部

総
合
水
力
制
御
所　

上
渕 

涼
平
さ
ん

南
港
発
電
所 

保
修
課

村
上 

祐
人
さ
ん

　
関
西
電
力
送
配
電
が
取
り
組
む

「
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
ー
ビ
ス
管
理
シ
ス
テ

ム
」は
、停
電
時
の
お
客
さ
ま
申
し
出

等
の
現
場
作
業
に
伴
う
手
配
や
作
業
管

理
、作
業
後
の
事
務
処
理
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
、効
率
化
す
る
も
の
だ
。

　
現
状
の
手
順
で
は
、手
配
者
が
毎
日

の
作
業
手
配
を
帳
票
出
力
し
、人
の
手

で
振
り
分
け
て
手
配
結
果
を
シ
ス
テ
ム

へ
登
録
。作
業
員
は
、作
業
結
果
を
現

地
で
紙
に
記
載
し
、事
業
所
に
戻
っ
た

後
に
は
シ
ス
テ
ム
登
録
す
る
等
、重
複

し
た
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
私
は
、機
器
の
修
繕
等
の
計
画
を
担
当
し

て
い
ま
す
。南
港
発
電
所
は
運
転
開
始
か
ら

30
年
を
迎
え
、経
年
劣
化
し
て
い
る
機
器
や

部
品
も
多
く
、コ
ス
ト
削
減
も
考
慮
し
つ

つ
、突
発
的
な
不
具
合
に
も
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
備
え
ま
し
た
。設
備
不
具
合
も
発

生
し
ま
し
た
が
、他
所
と
迅
速
に
情
報
連
携

し
、補
修
用
部
品
の
融
通
を
受
け
る
こ
と

で
、早
期
に
復
旧
で
き
ま
し
た
。

　
南
港
発
電
所
は
現
在
、定
期
点
検
工
事
中

で
、12
月
上
旬
の
完
遂
を
目
指
し
て
い
ま

す
。今
冬
の
需
給
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、協
力
会
社
の

方
々
と
も
密
に
連
携

を
取
っ
て
、安
全
最

優
先
の
下
、工
期
内

で
完
遂
で
き
る
よ

う
、強
い
使
命
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
国
が
公
表
し
た
内
容
に
よ
る
と
、今

冬
の
需
給
状
況
の
見
通
し
は
、10
年
に

１
度
の
厳
し
い
気
象
を
想
定
し
た
場

合
、最
も
厳
し
い
１
月
で
、中
・
西
日
本

の
予
備
率
が
4.8
％
と
、安
定
供
給
に
最

低
限
必
要
な
３
％
は
確
保
さ
れ
る
見
通

し
だ
。し
か
し
な
が
ら
、想
定
を
超
え
る

電
力
需
要
の
増
加
や
、燃
料
の
調
達
リ

ス
ク
を
踏
ま
え
、「
依
然
と
し
て
厳
し
い

見
通
し
」と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、今

夏
に
引
き
続
き
、需
給
両
面
で
あ
ら
ゆ

る
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
関
西
電
力
は
、９
月
29
日
か
ら「
冬
の

節
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
２
」の
受

付
を
開
始
。国
の
節
電
事
業
に
も
参
画

し
、よ
り
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

け
る
よ
う
、今
夏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
取
組
み
を
追
加
・
拡
大
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、「
Ｄ
Ｘ
専
門
家
」・「
Ｄ
Ｘ
推
進

者
」の
育
成
に
加
え
、全
従
業
員
の
Ｄ
Ｘ
リ

テ
ラ
シ
ー
向
上
も
進
め
る
。従
業
員
一
人
ひ

と
り
が
、Ｄ
Ｘ
の
当
事
者
と
し
て
、日
々
の

業
務
の
中
に
潜
む
Ｄ
Ｘ
化
の
ヒ
ン
ト
に
い

か
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
鍵
だ
。

に
、４
年
間
合
計
で
効
果
額
２
０
０
億

円
以
上
と
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き

た
。デ
ー
タ
入
力
の
自
動
化
、Ａ
Ｉ
や

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
等
、第
一
線
職
場
に

お
け
る
業
務
効
率
化
に
も
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
。　
　

　
今
後
は
２
０
２
３
年
度
で
効
果
額

３
０
０
億
円
を
目
指
し
て
お
り
、現
在

も
多
数
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。そ

の
一
つ
を
紹
介
す
る
。

　
し
か
し
、本
シ
ス
テ
ム
が
実
用
化
す

れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
作
業
を
手
配

し
、作
業
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
即

時
に
確
認
可
能
に
な
る
。作
業
結
果
の

入
力
や
状
況
確
認
等
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
即
時
に
行
え
る
た
め
、事
業
所
に

戻
っ
た
後
の
事
務
処
理
も
基
本
的
に
不

要
に
な
る
。手
配
作
業
や
現
場
作
業
が

簡
易
に
な
り
、帳
票
の
管
理
も
不
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、作
業
に
伴
う
負
担
の

大
幅
軽
減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
本
シ
ス
テ
ム
は
、現
在
３
営
業
所
で

先
行
運
用
さ
れ
て
お
り
、２
０
２
２
年

10
月
末
の
全
事
業
所
で
の
運
用
開
始
を

目
指
し
、準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

●国の節電事業による参加特典として
　2,000ポイントの「はぴｅポイント」を進呈

●今夏に引き続き、当社が指定する時間の節電量
　に応じて、ポイントを進呈する取組みを実施
●月間の電力使用量を前年同月よりも削減した
　場合にポイントを進呈する取組みを追加
●低圧電力等ご参加いただける料金メニューの
　対象を拡大

冬の節電プロジェクト2022の特徴

※夏のプロジェクトにご参加いただいた方も
　再度お申し込みが必要です

対象者

育成目標
（2025年度）

約40名

約1,000名

約18,000名

人財育成施策

データ分析 業務課題解決

DX
専門家

各部門の
DX推進者

全社員

データサイエンティスト デジタルコンサルタント

データアナリスト

全社員向けDX研修コンテンツ

デジタルトランスレータ

「K4 Digital」への出向・業務遂行

・データ分析基礎研修
・可視化ツール活用研修

・コンサルティング実践研修
・DX適用実践研修
・プロジェクトチーム型OJT

事
前
準
備（
手
配
）

作
業
中

（
現
場
作
業・作
業
管
理
）

作
業
後（
事
務
処
理
）

・手配をシステムで自動化
  （レコメンド）
・作業指示はiPhoneで確認
  （強固なセキュリティ）

•作業員は地図アプリで最適
  移動ルートを確認し現場へ
•手配者はシステム・位置情報
  にて進捗確認
•追加作業等はシステムで手配、
  連絡はチャットを活用し、
  写真送付も可能

•現場でシステム登録、
  リアルタイム反映
•作業完了の都度、役職者点検
•様々な角度で作業効率等の
  分析が可能

作業員のスキルに合わせた最適
化プログラムにより自動的に手
配（レコメンド）

グローバルスタンダード
の様々な機能の活用に
よる業務効率化

・紙出力廃止
・セキュリティ向上
・iPhoneの業務活用

■DX人財の育成

■フィールドサービス管理システムのイメージ

データの可視化・分析に
よる新たな課題の発掘
や業務改善への寄与

※

Ｐ
ｏ
Ｃ（
概
念
実
証
）： 

新
た
な
ア
イ
デ
ア
の
実
現

性
や
効
果
等
の
検
証

電力需給ひっ迫注意報発令の基準（広域予備率５％）
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規
申
込
み
を
、遅
く
と
も
年
内
に
受
付
開

始
し
、２
０
２
３
年
４
月
か
ら
の
供
給
開

始
が
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
と
発
表
し

た
。ま
た
、２
０
２
３
年
４
月
ま
で
の
間
、

お
客
さ
ま
か
ら
の
新
規
申
込
み
の
ご
要

望
に
応
え
る
た
め
、新
た
な
電
気
料
金
プ

ラ
ン
の
提
供
を
検
討
す
る
こ
と
を
あ
わ

せ
て
発
表
し
た
。

　
関
西
電
力
送
配
電
は
、関
西
電
力
が
標

準
メ
ニ
ュ
ー
受
付
に
関
す
る
見
通
し
を

公
表
し
た
こ
と
か
ら
、８
月
10
日
に
経
済

産
業
大
臣
へ
電
気
最
終
保
障
供
給
約
款

の
変
更
に
係
る
届
出
を
行
っ
た
。

　
国
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、電
力
量
料
金

単
価
の
算
出
に
あ
た
り
、新
た
に
卸
電
力

市
場
価
格
を
反
映
し
た
市
場
価
格
調
整

単
価（
毎
月
変
動
）を
加

算
・
減
算
す
る
。燃
料
価

格
高
騰
時
等
は
こ
れ
ま

で
の
請
求
金
額
よ
り
も

増
額
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、適
正
な
価
格

帯
へ
の
是
正
が
期
待
さ

れ
る
。

　
関
西
電
力
は
、７
月

　
こ
う
し
た
国
の
方
針
を
受
け
、関
西

電
力
は
７
月
29
日
に
、高
圧
お
よ
び
特

別
高
圧
の
お
客
さ
ま
向
け
に
、今
後
の

「
標
準
的
な
電
気
料
金
メ
ニ
ュ
ー
」の
新

ど
割
高
と
な
る
。

　
こ
れ
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
る

燃
料
価
格
高
騰
の
影
響
で
、平
時
で
は
標

準
メ
ニ
ュ
ー
を
下
回
る
自
由
料
金
の
水

準
が
高
騰
し
、最
終
保
障
供
給
料
金
よ
り

も
割
高
と
な
る
現
象
が
発
生
し
た
。結
果

と
し
て
、最
終
保
障
供
給
の
契
約
件
数
は

大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
は
、適
正
な
価
格
形
成
や
自

由
競
争
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ

と
に
加
え
、一
般
送
配
電
事
業
者
が
本
来

調
整
力
と
し
て
用
い
る
べ
き
供
給
力
が

最
終
保
障
供
給
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は

　
最
終
保
障
供
給
は
、高
圧
ま
た
は
特
別

高
圧
で
供
給
を
受
け
る
お
客
さ
ま
が
、万

一
、い
ず
れ
の
小
売
電
気
事
業
者
と
も
契

約
の
交
渉
が
成
立
し
な
か
っ
た
場
合
、一

時
的
に
一
般
送
配
電
事
業
者
が
電
気
を

供
給
す
る
制
度
だ
。セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
、旧
一
般
電
気
事
業
者（
小
売
部

門
）
が
設
定
す
る
標
準
的
な
小
売
メ

ニ
ュ
ー（
標
準
メ
ニ
ュ
ー
）よ
り
２
割
ほ

　
燃
料
価
格
高
騰
等
の
影
響
で
、高
圧
お
よ
び
特
別
高
圧
の
お
客
さ
ま
で
旧
一
般
電
気
事

業
者（
小
売
部
門
）へ
の
契
約
切
り
替
え
の
ご
要
望
に
対
し
て
、ご
期
待
に
沿
え
な
い
状
況

が
今
春
以
降
発
生
し
た
。

　
ま
た
、卸
電
力
市
場
価
格
が
高
騰
し
、小
売
電
気
事
業
者
の
自
由
料
金
の
水
準
が
最
終
保
障
供

給
料
金
よ
り
も
割
高
と
な
り
、最
終
保
障
供
給
へ
の
申
込
み
が
増
加
す
る
逆
転
現
象
が
生
じ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
是
正
す
べ
く
、国
の
審
議
会
で
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。関
西
電
力

グ
ル
ー
プ
の
対
応
と
あ
わ
せ
て
解
説
す
る
。
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電
気
供
給
契
約
に
お
け
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

あ
る
べ
き
姿

標
準
メ
ニ
ュ
ー
の

受
付
に
関
す
る
見
通
し

関
西
電
力
送
配
電
に
よ
る
電
気
最
終

保
障
供
給
約
款
の
変
更
届
出

担
当
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

燃
料
価
格
高
騰

等
の
影
響
に
よ

り
、小
売
料
金
が
、

最
終
保
障
供
給
料

金
よ
り
も
割
高
と

な
り
、お
客
さ
ま

が
最
終
保
障
供
給
料
金
を
選
択
す

る
と
い
っ
た
事
象
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
見
直
し
に
よ
り
、適
正
な

価
格
帯
へ
の
是
正
や
、お
客
さ
ま
の

た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
本
来
の
制
度
主
旨
に
沿
っ
た
運

用
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、今
回
の
料
金
見
直
し
が
小

売
電
気
事
業
者
や
お
客
さ
ま
へ
与

え
る
影
響
を
注
視
し
つ
つ
、最
終
保

障
供
給
に
関
し
て
、一
般
送
配
電
事

業
者
と
し
て
の
役
割
・
責
任
を
果
た

せ
る
よ
う
、貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

関
西
電
力
送
配
電 

企
画
部

託
送
料
金
グ
ル
ー
プ 

リ
ー
ダ
ー

横
山 

博
之
さ
ん

■電気供給契約のイメージ

■最終保障供給料金と自由料金との関係

■関西エリアの最終保障供給の推移 ※2022年9月15日 資源エネルギー庁「電力需給対策について」より作成

※

※月末時点データ。ただし2022年9月のみ1日時点

■関西電力送配電の最終保障供給料金の見直しイメージ

■関西電力の卸市場価格連動メニューのイメージ

■関西電力の標準メニュー、卸市場価格連動メニューと関西電力送配電の見直し後の最終保障供給との比較

同一記号は、同じ金額を示す。なお、◎≧◆×1.2となる
※1：その他季単価のみ設定
※2：夏季単価（7月～9月）、その他季単価（7月～9月以外）を設定
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最
終
保
障
供
給
料
金
を

巡
る
国
の
議
論

国
の
議
論
を
踏
ま
え
た

関
西
電
力
グ
ル
ー
プ
の
動
向

安
定
供
給
確
保
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し

く
は
な
い
。

　
国
は
、最
終
保
障
供
給
の
在
り
方
に
つ

い
て
、自
由
料
金
と
の
逆
転
を
防
ぐ
観

点
、ま
た
、需
要
家
へ
の
分
か
り
や
す
さ

の
観
点
か
ら
、最
終
保
障
供
給
料
金
に
卸

市
場
価
格
を
反
映
す
る
方
針
を
示
し
た
。

そ
の
中
で
、旧
一
般
電
気
事
業
者（
小
売

部
門
）に
よ
る
標
準
メ
ニ
ュ
ー
の
受
付
の

見
通
し
が
示
さ
れ
次
第
、最
終
保
障
供
給

料
金
を
見
直
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と

整
理
し
た
。

お客さま
小売供給
契約

託送供給
契約

最終保障供給契約

小売電気
事業者 一般送配電事業者

［通常の電気供給契約］

お客さま

最終保障
供給料金

約2割増し
自由料金との
価格逆転

［平常時］ ［燃料価格高騰時などの場合］

自由料金

最終保障
供給料金

標準料金メニュー

自由料金

［最終保障供給の契約］

最終保障
供給料金

［見直し前の料金体系］

［電力量あたりの単価変動イメージ］
電力量あたりの単価は、電力量料金単価・燃料費調整単価・卸市場価格調整単価で構成しており、
燃料費調整単価および卸市場価格調整単価により変動。

※前々月21日～前月20日までの日本卸電力取引所（JEPX）のスポット市場価格の実績値（関西エリアプライス）に応じて変動。

（円）

（円）
下落時 平常時 高騰時 スポット市場価格

（関西エリアプライス）

電
力
量
あ
た
り
の
単
価

基本料金
単価

従量料金
単価

燃料費
調整単価

使用電力量
（kWh）

契約電力
（kW）

（電力量料金単価）

基本料金 電力量料金

最終保障
供給料金

［見直し後の料金体系］

※関西電力が公表している標準メニューの1.2倍の水準

※ ※

基本料金
単価

従量料金
単価

燃料費
調整単価

市場価格
調整単価

使用電力量
（kWh）

契約電力
（kW）

（電力量料金単価）

基本料金 電力量料金

（±）燃料費調整単価

（－）卸市場価格調整単価※

（＋）卸市場価格
調整単価※

電力量料金単価

基本料金
（円 / kW）メニュー 電力量料金

（円 / kWh）

関西電力
標準メニュー

卸市場価格連動メニュー

★ ◆

◎（市場連動）
※1

◎（市場連動）
※2

★

★×1.2見直し後の最終保障供給関西電力送配電

※ ※

29
日
に
公
表
し
た
方
針
の
と
お
り
、８
月

15
日
に
２
０
２
３
年
４
月
ま
で
の
間
、

お
客
さ
ま
か
ら
の
新
規
申
込
み
の
ご
要

望
に
応
え
る
た
め
、新
た
な
電
気
料
金

プ
ラ
ン「
卸
市
場
価
格
連
動
メ
ニ
ュ
ー
」

の
受
付
開
始
を
発
表
し
た
。

　
本
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、日
本
卸
電
力
取

引
所
の
ス
ポ
ッ
ト
市
場
価
格（
関
西
エ

リ
ア
プ
ラ
イ
ス
）に
応
じ
て
、電
力
量
料

金
が
算
定
さ
れ
る
。電
力
量
あ
た
り
の

単
価
は
、電
力
量
料
金
単
価
、燃
料
費
調

整
単
価
、卸
市
場
価
格
調
整
単
価
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、燃
料
費
調
整
単
価
お

よ
び
卸
市
場
価
格
調
整
単
価
に
よ
り
変

動
す
る
。

　
本
メ
ニ
ュ
ー
は
、契
約
切
り
替
え
に

悩
ま
れ
て
い
る
高
圧
お
よ
び
特
別
高
圧

の
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
、新
た
な
選
択

肢
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

関
西
電
力
の
新
料
金

プ
ラ
ン「
卸
市
場

価
格
連
動
メ
ニ
ュ
ー
」

受
付
開
始

一般送配電事業者

最終保障供給の契約件数

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

2022
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

5,739件
件
数（
件
）



新入社員の遠藤です！高校時代は茶道部
で運動習慣は全くありませんが、今回ボー
ト競技に挑戦します！現場の様子をお伝
えできるよう、全力でリポートします！

ボート部員の高野さんにインタビュー！

ボート部の朝練に潜入しました！

ボート部に体験入部！

▼
最
近
は
定
着
し
つ
つ
あ

る「
エ
モ
い
」と
い
う
言

葉
。「
エ
モ
ー
シ
ョ
ン
」を

語
源
と
し
、心
を
揺
さ
ぶ

ら
れ
た
と
き
な
ど
に
使

う
。ち
ょ
っ
と
前
は
音
楽

等
の
限
ら
れ
た
シ
ー
ン
で

し
か
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
よ
う
な
気
も
す
る
が
、

最
近
は
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
見
聞
き
す
る
。

▼「
１
９
７
０
年
万
博
で

は
、携
帯
電
話
等
、今
で

は
『
あ
た
り
ま
え
』
と

な
っ
た
も
の
や
技
術
が
、

未
来
の
技
術
と
し
て
紹

介
等
さ
れ
た
」と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
知
っ
た
と

き
、私
は
な
ん
と
も
言
え

な
い
気
持
ち
に
な
っ
た

が
、今
思
う
と
、あ
の
感

情
を
端
的
に
表
す
言
葉

は「
エ
モ
い
」だ
っ
た
と

思
う
。
２
０
２
５
年
大

阪
・
関
西
万
博
も「
未
来
社

会
の
実
験
場
」
と
し
て

色
々
な
新
技
術
が
実
装
さ

れ
る
。そ
う
し
た
新
技
術

も
50
年
後
の
未
来
に
は

「
あ
た
り
ま
え
」の
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。万
博
は
エ
モ
い
。

▼
大
阪
・
関
西
万
博
の
成

功
に
向
け
て
関
西
電
力

グ
ル
ー
プ
も
あ
ら
ゆ
る

形
で
取
組
み
を
進
め
て

い
く
。そ
の
一
つ
一
つ
が

「
『
あ
た
り
ま
え
』
を
守

り
、創
る
」こ
と
に
他
な

ら
な
い
。あ
ら
た
め
て
思

う
が
、こ
の
経
営
理
念
は

相
当
グ
ッ
と
く
る
フ

レ
ー
ズ
だ
。我
々
が
経
営

理
念
を
実
践
す
る
こ
と

で
、２
０
２
５
年
、未
来

が
示
さ
れ
る
万
博
会
場

で「
関
電
っ
て
エ
モ
い
や

ん
」と
社
会
の
皆
さ
ま
に

感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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編
集
者
の

つ
ぶ
や
き
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ボート部クイズ答え　Q1. ②［ちなみに、①約14ｋｇが1人漕ぎ、③約51ｋｇが4人漕ぎのボートの重さです。］　　Q2. ③［スイープ種目（1人1本）のときは4m弱、スカル種目（1人2本）のときは3m程のオールを使用します。］
　　　　　　　　　 Q3. ②［朝練中はまとまった休憩はとらず、軽い水分補給のみ。あとは時間の許す限り漕ぎ続けます。］ 

国体応援企画

関西電力ボート部に潜入！
関西電力ボート部は、「ボート競技を通じた地域ス
ポーツの振興」等を目的に発足して以降、数々の優秀
な成績を残し続けています。今回は、10月の栃木国
体に向けて練習中のボート部に新入社員の遠藤が潜
入。練習風景やボート競技の魅力をお伝えします！

取材時は国体に向けた追い込み期間
で、練習量は普段より多めとのこと。
2時間以上黙々と漕ぎ続ける選手も
いました！

朝練の様子

ボート部クイズ！

水上練習

早朝5時半頃から部員が続々と艇庫に到着し、ボート
の準備やストレッチ等を始めます。

ボート競技は漕ぎ手の人数とオールの本数で競技種目
が細かく分かれています。
それぞれの出場種目ごとに競技用ボートを使って水上練
習に取り組みます。

今回、ダブルスカルに挑戦！一見オールを動
かす腕力が重要に思えますが…そもそも
ボートとは座席が前後に動き、オールを支
点に脚力で進むもの。ボートを進めるため
にしっかりと脚を動かす必要がありました。

準備が整い次第、水上へ。この日は波が少なく練習日
和。それぞれが思い思いのペースで練習に取り組みま
す。
練習終了後は、片付けや着替えを済ませて帰宅しま
す。10時頃には出社して業務開始！

ボート競技を始めたきっかけは何ですか？Q.

Q1.

A.

1.

2.

3.

Q.
A.

Q.
A.
ボート競技の魅力は何ですか？

関電ボート部ではどのような練習をしていますか？

中学生の時に競技を知り、高校１年生のときに、興味本位で始めました。

今は10月の栃木国体に向け、国体特有の競漕距離の短いレースにも対応できるよう瞬発
力を鍛えています。また、女子選手は夏場に筋力が落ちやすいため、筋トレも行っています。

職場から高野さんに応援メッセージ

競技用ボートを体験！

「誰よりも長く漕いでいたい」と驚異的な練習量を誇る高野さん
ですが、仕事に対してもひたむきな姿勢で向き合い、まわりと上
手くコミュニケーションをとりつつ
丁寧に取り組んでいます。大きな
目標に向かって日々 努力する姿に
職場もよい刺激を受けています。
『がんばれ！高野さん！』

経験を重ねてもなお、スピードを追求できる点です。成長を感じられた時、厳しい練習を
乗り越えて良かったと感じます。

Q.
A.
業務との両立で苦労したことはありますか？
朝練習することで目が覚めるため、すっきりとした気持ちで業務に臨んでいます。合宿等
でしばらく業務を離れる際は同僚の方に仕事をお願いする等、職場のサポートを得ながら
両立に努めています。

Q.
A.
今後の意気込みをお願いします！
福井県の天皇杯獲得（国体で男女総合成績第１位）という大きな目標に向け部員一同準
備していきます。全社からさらに関電ボート部を応援していただけるよう、日々の練習を結
果に繋げたいです。

①約14kg
②約27kg
③約51kg

艇庫の中には１人漕ぎから８人漕ぎまで様々なボートがあ
ります。２人漕ぎのボートの重さは何kgでしょう？

Q3.

①約8km（2往復）
②約20km（5往復）
③約40km（10往復）

ボート部の練習で使用しているのは、片道2ｋｍほどの
コース。さて、朝練では全部で何ｋｍ漕いでいるでしょう？

慣れてくると周りの景色の
移り変わりや、風の気持ち
良さを楽しむこと
ができました！

ボートを漕いで進んだ時の達成感、
風の気持ちよさ、そして筋肉痛と、
ボート競技への理解を深め、魅力を
体感した潜入となりました。
業務と両立して日々 練習に取り組む
ボート部の皆さんを、これか
らも全力で応援してい
きたいと思います！

漕手数

1人

2人
4人
8人

オールを1人1本持って漕ぐ
舵手つき※

※舵手とは：コックスのこと。艇の舵取りとクルーへの指示を行うポジション。

舵手つきフォア
エイト

－
－

－

－

－
－

－

シングルスカル
ダブルスカル

クォドルプル

－

舵手なし

ペア

フォア

舵手つき

舵手つきクォドルプル

舵手なし
オールを1人2本持って漕ぐ

スカル種目スイープ種目

ボート部の練習場所は、三方五湖のひとつ「久々 子湖」。三方五湖はその名の通り五つの湖からなり、水深と
塩分濃度の違いにより五湖それぞれの水面の色が異なることから、別名「五色の湖」ともいわれています。

どれくらい知っ
てる？

原子力事業本部 原子力企画部門
経理グループ

至
近
の
戦
績

たかの  あきほ

高野 晃帆さん

室内では、水上での動きを再現したマシン「ローイ
ングエルゴメーター（エルゴ）」を用いたトレーニン
グを行います。一回漕ぐごとに、「その力で漕ぎ続
けた場合のタイム」が画面に表示されます。

今回は、ボート部員の高野さんと、200ｍを漕ぎきるま
でのタイムで対決。スタートした瞬間、横からは空気を
切る音が…。結果はもちろん高野さんの圧勝。高野さ
んはエルゴの国際大会で優勝した経験があるそう。
ちなみに…
高野さんタイム：38秒5、遠藤タイム：1分2秒5

ボート部員とエルゴ対決！

美浜発電所美浜発電所

原子力事業本部原子力事業本部

福井県福井県

美浜町美浜町

若狭町若狭町

Q2.

①0.5~0.8m
②1.5~2.5m
③3.0~4.0m

ボートだけでなく、オールもたくさんあります。「関西電力」
のロゴが入ったこちらのオール、長さは何ｍでしょう？

ダブルスカル 舵手つきクォドルプル

シングルスカル
2019年

2020年

●全日本選手権舵手なしペア 優勝 
●U23世界選手権舵手なしペア 8位 
●全日本大学選手権舵手つきフォア 優勝 

●全日本選手権舵手なしクォドルプル 優勝 

●全日本選手権 ペア 優勝 
●全日本選手権 エイト優勝 ※立命館大学と混成

2022年

一回漕ぐのにもかなり全
身の力が必要でした。
ラストの50mは特にしん
どかったです…

浦見
川

浦見
川

練習場所練習場所

日向湖日向湖
久々子湖久々子湖

管湖管湖

水月湖水月湖

三方湖三方湖

答えは下に

長い距離を漕ぐ練習の時には、隣の水月湖で練習することも。浦見川を通って移動します。浦見川の掘削は
小浜藩士の行方久兵衛によって全て手作業で進められ、2年の歳月を経て完成したとのこと…

この日から数日間、全
身筋肉痛に。日頃か
ら運動する習慣の大
切さを実感しました。

室内トレーニング

なめかたきゅうべえ


